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設備の主要部分は、 基本的な機械要素の組合わせで構成されているといえる。 そして、 機械要素の大半は規格品として標準化されており、
信頼性確保に必要な資料やデー タも蓄積されている。 しかし、 現実には機械要素が各種トラブ
、
ルの主因となっているため、 最近では新しい機
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l八八八必時必£1.4\1 締込み時、同部が弾性変形し｜ 核燃苛ド l てスリッ卜部近くの相手ねじ
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② ス ーパー ロックナット





































パーロックボルトは、 1, ワ ーナットを140N•m、

















































































































パワ ーナ ッ ト
締付け
ねじ仕様 ピッチ ト ルク[mm] [N·m] 
ス － ／＼－








シングル1 2.0 140 
ナッ ト
標準
ダブルi 2.0 140 
ナッ ト
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